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1.は じめ に
留 学 生 が 日本 で 学 業 を続 け てい くた め には様 々 な コ ミュニ ケ ー シ ョン能
力 が必 要 で あ るが,特 に 「話す 能 力 」 の 中 で養 成 す べ き能 力 と して,下 瀬
川(1994:151)は,(1)学 術 習得 のた め に必 要 な 口頭 発 表 力,(2)学 内外 で必
要 な交 渉 の 場 で の対 応 説 得 技 術 の 習 得,と い う2種 類 を あ げ て い る 。 一
方,「 話 す 能 力 」 の 教 育 が 重 視 され るの に伴 い,音 声 面 に 関す る学 習 活 動
と学 習 者 の 心 理状 態 との 関係 に注 目が 集 ま って い る。 第 二 言 語 の学 習 や使
用,習 得 に特 定 的 に 関 わ る不 安 や心 配 と,そ れ に よっ て引 き起 こ され る緊
張 や焦 りは,「 第 二 言 語 不安 」 と呼 ば れ て い るが(元 田2000b:34),口 頭 発
表 は学 習 活 動 の 中 で も不 安 の 大 きい もので あ る と考 え られ て い る。
「大 勢 の 人 の前 で 話 す と き は緊 張 す る」 「あ が っ て しま う」 とい う よ う
な心 理 状 態 は,「 ス ピ ーチ 不 安1)(SpeechAnxiety)」 と よば れ,心 理 学 や
コ ミュニ ケ ー シ ョン学 にお い て は 「コ ミュ ニ ケ ー シ ョン不 安2)(Communi
1)聴 衆 の面前で話をする時に感 じる不安 のこ と。高橋編(1999)「 音声言語指導
大事典』p.341-342
2)実 際の,あ るいは想像 上の対人コ ミュニケーシ ョンに関連 した恐怖 あるいは
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不安について,日 本語母語話者の感じる不安 と日本語学習者の感 じる不安
を,ア ンケー ト調査を通じて比較することで,そ の性質の差について考察
を試みる。また,同 時に口頭発表に対する学習観,口 頭発表場面で用いら
れる言語表現に対する意識など,口 頭発表の学習に関連する周辺の意識に
ついても調査を行い,ス ピーチ不安 を考察する際の参考 とする。
2.先 行研究と本研究の位置付 け
スピーチ不安に関する研究を概観すると,母 語教育(国 語教育)の 一環
として母語話者を対象にした研究 と,外 国語(第 二言語)教 育の一環 とし
て学習者を対象にした研究の大 きく2つ の流れがある。
スピーチ不安の研究は,1970年 にMcCroskeyに より,母 語での口頭発
表場面の教育に応用することを目的に,コ ミュニケーション不安の一分野
不 安 の レベ ル。 〈McCroskey(1984);近 藤 ・ヤ ン(1996)>
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と して 研 究 が 始 め られ た 。McCroskeyは 「コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン不 安 に 関
す る 自己 報 告(PersonalReportofCommunicationApprehension;PRCA)」
と い う質 問 紙 法 に よ り,小 グ ルー プ で の 討 論 ・集 会 で の 発 言 ・会 話 ・ス
ピ ー チ 場 面 に対 す る個 人 の もつ 特 性 不 安 を 測 定 す る 尺 度 を 考 案 した3〉。
Daily(1991:12)はMcCroskeyの 研 究 を踏 ま え た 上 で,ス ピー チ 不 安 の
要 因 と して,「 ス ピ ー チ の 形 式 に 対 す る 固 定 概 念(rulerigidity)」,「 ス
ピ ー チ 時 の 心 理 状 態 に対 す る 固定 概 念(thelabelspeopleapplytothe
arousaltheyexperiencewhenspeaking)」,「 聴衆 との意 識 の 差 異(thehe-
terogeneityoftheaudience)」 な ど をあ げ て い る。4)
そ の 後 も母 語 話 者 を対 象 と した ス ピ ーチ 不 安 の研 究 は,「 不 安 の高 い 者
と低 い者 の 違 い は何 か 」 とい う特 性 不 安 と して の 関 心 か ら研 究 が 続 け ら
れ,近 年 の 日本 人 を対 象 と した 研究 と して は,治 療 施 設 に通 うス ピー チ不
安 者 を対 象 と した市 井(1990),日 本 人大 学 生 を対 象 に した小 泉(1997),
宮 前(2000),日 本 人 中学 生 を対 象 と し た神 部 ・井 上(1997)な どが あ
る 。市 井(1990)は ス ピー チ予 告 後 の心 理状 態 を質 問 紙 法 と心 拍 数 に よっ
て調 査 した もの,小 泉(1997)1ま ス ピー チ場 面 の イメ ー ジの評 定 を質 問 紙
法 に よ って 調査 した もの で あ るが,こ れ らの調査 で は ス ピー チ 不安 には 生
理 的 知 覚 が 関 連 して い る とい う見 解 を示 して い る。 一 方,神 部 ・井 上
(1995)の 質 問 紙 法 に よる 調 査,宮 前(2000)の 心 拍 数 ・質 問 紙 法 ・ス
ピーチ 後 の 思考 の書 き出 しに よ る調 査 で は,過 去 の 失敗 や 成功 の経 験 や 学
習 意 欲 な どの影 響 に よっ て,発 表 や ス ピーチ に対 す る認 知 が ス ピー チ不 安
に 関連 して い る とい う見解 を示 して い る。 特 に宮 前(2000:177)で は,高
ス ピー チ傾 向者 と低 ス ピー チ傾 向者 は,ス ピー チ場 面 で は 同様 の生 理 的 反
応 を経 験 す る が,不 安 及 び認 知 にお い て違 い が表 れ る と し,ス ピーチ 不 安
傾 向 の 高 い者 と低 い 者 とで は主 観 的側 面 に は違 い が認 め られ るが,生 理 的
3)McCroskey(1970),近 藤 ・ヤ ン(1996)
4)日 本 語 訳 は筆 者 によ る
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側面には違いが見られないと述べている。
外国語(第 二言語)と しての日本語教育に関する研究では,日 本語学習
に伴う不安尺度の作成に関する元田(2000a,b)の 調査などにおいて,教
室活動の中では口頭発表が最 も不安が高い という報告がなされている。 ま





以上,現 在までの先行研究を概観 してみると,母 語教育においても外国







対する指摘であ り,口 頭発表場面という特定の場面を対象にして,学 習者
は何 に対 して不安を感 じているのかというような,ス ピーチ不安の具体的
な内容についてもまだ明らかにされていないと思われる。もし学習者が不
安を抱いている対象が少 しでも明 らかになれば,口 頭発表場面の指導の際




5)マ ク ロ フ ス キ ー(McCroskey)が4分 類 した コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョン不 安 の う ち
の1つ 。 あ る特 定 の 対 人 コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン状 況 に対 して 人 が 不 安 を経 験 す








本研究では,調 査 ・分析を通じて,以 下の3点 について考察することを
目的とする。
まず,第1の 目的は,日 本語でスピーチ ・口頭発表 ・質疑応答をすると
いった,日 本語使用環境におけるスピーチ不安について,日 本語母語話者
の抱 くスピーチ不安と,日 本語学習の抱 くスピーチ不安 とでは,ど のよう
な違いがあるのか比較を行 う。
元田(2000a,c)の 第二言語不安 に関する調査によれば,日 本語の レベ
ルが不安に関与 している可能性があ り,ほ とんどの不安の有意差が初 ・中
級 と上級の問にみられ,い ずれも初 ・中級が上級 よりも不安得点が高いと
いう結果が報告されている。本研究でも,第2の 目的 として,ス ピーチ不
安 と日本語 レベルとの関係について考察を試みる。岡部(2002)で は,口
頭発表場面における言語表現に対する意識を,① 日本国内の大学機関が設
置する留学生別科で日本語を学習 している中上級 レベルの日本語学習者
(以下,中 上級者),② 日本国内の大学院に在籍 し,日 本語による研究活
動 を行っている留学生(以 下,超 級者),③ 日本国内の大学 ・大学院に在
籍 し,日 本語による研究活動を行っている日本語母語話者(以 下,母 語話
者)の3つ のグループ6)を対象に調査を行った。本研究でも引き続 き,こ
の3つ のグループを対象に,ス ピーチ不安と日本語 レベルとの関係につい
6)日 本語学習者の超級 ・中上級 とい うレベル分 けは今 回の調査 のためのもので,
ACTFL-OPIに よって判定 を行った ものではない。
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て調査 ・分析した結果を行う。
最後に,口 頭発表場面に関連する学習を1つ の教育活動 として考えた場












(1)経 験 ・必要性 ・学習意欲に関する項目 〈調査項目;1～3〉
神部 ・井上(1997)で は,学 習意欲の高い者はスピーチ不安が低い傾向
があると報告されている。今回の調査対象者のスピーチ不安を考察する上
での参考資料として,発 表 ・スピーチの経験 ・必要性 ・学習意欲に関する
質問を3項 目作成し,調 査を行った。
(2)言 語 表 現 に関 す る項 目 〈調 査 項 目;4～10〉
口頭 発 表 場 面 で は,日 常 生 活 の 「お しゃべ り」 と比 較 して,ス ピ ーチ レ
ベ ル8)が 高 くな る た め,そ れ に伴 っ て表 現 形 式 もス ピ ーチ レベ ル に合 う よ
7)調 査 項 目の詳細は,稿 末の資料 「口頭発表場面 のス ピーチ不安 に関する調査
項 目,及 び結果一覧」を参照 されたい。




ピーチ不安に関係 している可能性 もあると考え,中 上級者 ・超級者に対 し
て口頭発表場面で使用される言語表現全体に対する印象について5項 目の
設問,そ して母語話者 ・中上級者 ・超級者全員に対して言語表現への価値
観 をたずねる設問を2項 目設定 した。岡部(2002)で は,岡 部 ・蒲谷






「失敗経験がSP不 安 と相関が高いことも考え併せると,発 表 してよかっ
たという感想をもたせるような事前の配慮が必要である。すなわち,本 発
表までに十分な準備の時問を取る。」ことを提案 し,例 として 「友達が聞
きたいことは何か」のアンケート調査や話の工夫,練 習時間の確保などを
あげている9)。しかし,実 際に発表 ・スピーチをする以前の準備作業 自体
が学習者にとっては負担 になり,学 習意欲を低下させる要因になる恐れは
ないのだろうか。このような考えから,ス ピーチ不安の間接的な要因とし
て,事 前準備活動に関する設問を2項 目作成 した。中上級者 ・超級者に対
しては母語による活動との比較を問う設問を2項 目加え,4項 目とした。
(4)事 中 ・事 後 活動 に関す る項 目 〈調査 項 目;15～33>
口頭 発 表 場 面 で 実 際 に 「話 す こ と」 を中心 に,そ れ に伴 う事 中 ・事 後 活
動 に関す る設 問 を19項 目作 成 した 。 これ らの項 目 は,中 上 級 者 ・超 級 者 ・
9)神 部 ・井 上(1997)p.433「SP不 安 」 とは 「ス ピー チ 不 安 」 の 簡 略表 記 で
あ る。
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母 語 話 者 全 員 に対 して共 通 の も の で あ る。 項 目 を作 成 す る 際 に は,元 田
(2000a,b,cほ か)の 調 査 ・研 究 で作 成 さ れ た 「日本 語 不 安 尺 度(JLAS;
JapaneseLanguageAnxietyScale)」 の 中 か ら,口 頭 発 表場 面 と特 に 関 わ り
の深 い項 目 を借用 し,今 回 の調査 にあ う よ う一 部 手 を加 え て使 用 した。
以上,4種 類からなる調査項目を,日 本語母語話者を対象に26項 目,中
上級者 ・超級者を対象に33項 目作成し,4段 階評定で回答を求めた。調査
は 「日本語による発表 ・スピーチに関する調査」の一部として,日 本国内
の大学で調査者が直接該当者に調査 を依頼する方法と,日 本語教育関係者
に調査を委託する方法を併用 し,2001年7月 から8月 にかけて実施 した。
3-3仮 説
本研究を調査 ・分析するにあた り,以 下の仮説を設定した。
① 口頭発表場面におけるスピーチ不安は,日 本語能力によって差がある
のではないかo
② 本調査では中上級者の抱 くスピーチ不安が最 も大 きく,次 いで超級
者 ・母語話者の順に不安は小さくなるのではないか。





回収 した調査票の中から,回 答に欠損値がなかった87名(母 語話者41
名,超 級者22名,中 上級者24名)の 結果を分析の対象とした。また今回の
調査では,中 上級者 ・超級者に対 して母語と日本語 との言語活動を比較す
る質問項 目を設定したことから,日 本語母語話者以外の対象者は中国語母
語話者,韓 国語母語話者に限定 した。対象者の母語別の内訳は,日 本語母
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語 話 者4!名,中 国語 母 語 話 者23名,韓 国 語 母 語話 者23名 で あ る。
今 回 の調 査 で は母 集 団 が小 さ く,日 本 語 レベ ル 別 に集 計 した 際 に調 査 結
果 が 正 規分 布 に な らなか った こ とか ら,グ ル ー プ間 の差 の検 定 に はノ ンパ
ラ メ トリ ッ ク検 定 の 手 法 を用 い る こ と に し た。 デ ー タの処 理 に は,SPSS
BaseILOJを 使 用 した 。
4-2結 果 ・考察
調査の結果は,稿 末の資料にまとめた。以下,調 査項目の種類 ごとに報
告する。
(1)経 験 ・必要性 ・学習意欲に関する項目
〈項目1～3〉 では,日 本語による発表 ・スピーチの経験 ・必要性 ・学
習意欲について調査 した。回答方法は4段 階評定であるが,こ こではその
他の項目とは異なり,具 体的な回数や事例を示 して選択する方法をとっ
た。
結果をみる と,発 表 ・スピーチの 「経験」〈項 目1>,「 必要性」〈項 目
2>,「 学習意欲」〈項目3>と もに,母 語話者,超 級者,中 上級者の順に









学習に必要性を感 じている母語話者 ・超級者,将 来の学習に必要性を感 じ
ている中上級者,と もにそれぞれの学習環境を反映する結果になったと思
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わ れ る 。
(2)言 語表現に関する項目
〈項目4～10〉 では,発 表 ・スピーチで使用される言語表現に関する意






〈項 目4～8〉 では,日 本語能力別(超 級者 と中上級者),ま た母語別
(韓国語母語話者 と中国語母語話者)に2つ のグループ間の差を調べるた
めに,マ ン ・ホイットニー検定(両 側検定)を 行 った。その結果,ま ず日
本語能力別では 〈項目5>「 表現がぢがう」,〈項目6>「 構成がちがう」で
有意差があ り,い ずれも超級者のほうが中上級者 に比べ,① 「そう思う」








ピーチレベルが高 くなるが,こ の点については 〈項目7〉 「敬語や改まっ
た表現が多い」,〈項目8>「 間接的な表現が多い」で超級者 ・中上級者 と
もに① 「そう思う」 と② 「ややそう思う」を選択した比率が70%前 後に達






母語 との違いをはっきりと理解し,中 上級者 と比べ言語表現を切 り替える
という意識ができていると考えられる。岡部(2002)の 調査でも,中 上級
者 と超級者の言語表現の選択意識の差は 「特に話 し言葉的性質をもつ語
彙 ・表現の選択」や 「説明や表現の正確 さ,明 確 さに関わる言語表現の選
択」にあらわれていた。母語 と目標言語 とを対照 しながら分析 ・使用する
というということは,学 習ス トラテジーの観点から見ると,認 知ス トラテ
ジーに該当する。フォーマルスピーチとインフォーマルスピーチの違いは
単に待遇表現や敬体 ・常体の違いだけではな く,表 現上(改 まった言い
方,砕 けた言い方)の 違いも伴う 〈鎌田(2001:59-58)>が,ス ピーチレ
ベルの変化は構成から表現の細部まで様々な要素にも影響するということ
をどこまで意識 しているかという認知ス トラテジーの使用は,日 本語能力
と関わ りがあると思われる。
母語別の比較では,〈項 目7>「 敬語や改まった表現が多い」に対 し,中
国語母語話者の場合,① 「そう思 う」② 「ややそう思 う」 という回答が





10)母 語 別 の 結 果 は次 の 通 り。 単位:人()内 は 比 率 を示 す 。 中 国 語 母 語 話
者 二① 「そ う思 う」16(69.6%),② 「や や そ う思 う」5(2L7%),③ 「あ
ま りそ う思 わ ない 」2(8.7%),④ 「ま っ た くそ う思 わ な い」O(0%)
韓 国 語 母 語 話 者:① 「そ う 思 う」3(13.0%),② 「や や そ う 思 う」9




査する項目を作成 した 〈項 目9,10〉 。回答の形式は,① 「そう思 う」寄
りの回答が多いほどスタイル,文 法 ・表現の規範性 を重視する傾向,④
「まったくそう思わない」寄 りの回答が多いほど意見の内容を重視する傾
向となるように作成 した。検定の結果,グ ループ間に有意差はみられな
かったが,母 語話者 ・超級者 ・中上級者ともに,回 答の50%以 上が③rあ
まりそう思わない」④ 「まったくそう思わない」に集中し,全 体的に発表
やスピーチの規範性を重視する傾向がみられた。特に超級者は,③ 「あま
りそう思わない」④ 「まった くそう思わない」の回答が 〈項 目9>で は
72.7%,〈 項 目10>で は91%に 達 しており,ス タイルや文法 ・表現への規
範性を守る意識が非常に強いといえるであると思われる。
(3〉 事 前準 備 活 動 に関 す る項 目
〈項 目11～14〉 で は,発 表 ・ス ピー チ に伴 う事 前 活 動 につ い て の 設 問 を
作 成 した。〈項 目11,12>は 超 級 者 ・中上 級 者 を対 象 に母 語 で行 う場 合 と
の比 較 をたず ね,そ の結 果 を 日本 語 能 力 別 と母語 別 に検 定 を行 った が,ど
ち ら に も有 意 差 は認 め られ な か っ た。〈項 目11〉 「母 語 で 行 う時 よ り時 間 が
かか る」 に対 す る回答 は,超 級 者 ・中上 級 者 と もに① 「そ う思 う」 が50%
以 上 と な った 。 また 〈項 目12〉 「母 語 で 考 え てか ら翻 訳 す る」 で も① 「そ
う思 う」 とい う回答 が な く,③ 「あ ま りそ う思 お ない」 が50%以 上 とい う
結 果 な り,超 級 者 ・中上 級 者 に同様 の傾 向 が み られ る 。
一方
,母 語 話 者 ・超級 者 ・中上 級 者 全 員 を対 象 と した 〈項 目13〉 「日本
語 の資 料 を調 べ る こ とが 負 担 に な る」,〈項 目14〉 「話 す こ とは 紙 に書 い て
お く」 の 結 果 に つ い て検 定 を行 っ た と ころ,10%の 有 意 水 準 で有 意 傾 向 が
認 め られ た 。母 語 話 者 ・超 級 者 と比 べ,中 上 級 者 に① 「そ う思 う」 ② 「や
や そ う思 う」 とい う回答 が 多 く,こ れ らの 回答 の 比率 は 〈項 目13>で は50
%,〈 項 目14〉 で は62.5%と な っ てい る。
以 上 の結 果 か ら,超 級 者 ・中上 級 者 と もに 口 頭 発 表 場 面 の 学 習 に つ い
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て,準 備に時問がかかるという認識では一致 しているものの,中 上級者の
方が超級者に比べて事前活動に負担を感 じていると考えることができると
思われる。口頭発表場面の学習では,実 際に 「話すこと」が目的であるた
め,「話す こと」 に教師の指導や評価が集中しがちであるが,言 語能力の
低い学習者にとっては 「話すこと」の前 に負担や不安 を多 く抱えているよ
うに思われる。神部 ・井上(1997)や 田中(2001)で は,中 学生 ・高校生




習者の負担や不安も踏まえながら,今 後 さらに検討 してい く必要があると
思われる。
(4)事 中 ・事後活動に関する項目
〈項 目15～33>で は,実 際に発表 ・スピーチを行 う場面に対 してどのよ
うな意識をもっているか,ま た聞き手からの評価や発表 ・スピーチの直後
に行われることが多い質疑応答場面に関する項目も含めてスピーチ不安に
関する設問を作成 したことから,「事中 ・事後活動に関する項 目」と呼ぶ
ことにする。設問は全19項 目で,1)一 般的な発話活動に関する項目 〈項
目15,16〉,2)発 話処理に関する項 目 〈項 目17～23>,3〉 他者からの評
価 に関する項 目 〈項 目24～29〉,4)質 疑応答場面に関する項 目 〈項 目





お,事 中 ・事後活動に関する項目は,母 語話者 ・超級者 ・中上級者全員に




回答の結果に対 して検定を行ったところ,〈項 目15,16,21,23,28 ,
33>の6項 目に有意差が,ま た 〈項目19,25〉 の2項 目に有意傾向が認め
られた。以下,項 目の種類ごとに結果を報告する。





日本語能力の順に不安が低 くなるのではないか と予想 したが,調 査の結
果,① 「そう思う」 と回答 した日本母語話者の比率は超級者より高 く,
〈項 目16〉「多 くの人の前で 日本語で話す ときは緊張する」 において①
「そう思 う」 と回答 した比率は,日 本語母語話者が53.7%で,超 級者の
18。2%,中 上級者の4L7%と いう比率を上回る結果 となった。以上の結果
から,ス ピーチ不安の要因は,単 に日本語能力だけの問題ではないという
ことができると思われる。
次 に,2)発 話処理に関する項目では,多 重比較の結果 〈項 目21〉「文
法的に正 しい日本語を話せるかどうか心配する」と,〈項目23〉「正 しい発
音で日本語を話せるかどうか心配する」においては,超 級者 ・中上級者 と
母語話者の間に差が認められた。また 〈項目19>「 自分の性格(パ ーソナ
リティ)は かわってしまう」では,有 意傾向がみられた。これらの結果か
ら,発 話処理中の不安 については,中 上級者 ・超級者は文法や発音など
「日本語の正 しさ」に不安を抱いているということができ,元 田(2000
b)で 指摘 された日本語不安の因子の1つ である 「低い日本語力に対する
心配」の存在を裏付けるものといえる。一方日本語母語話者に 「自分の性
格(パ ーソナリテ ィ)は かわってしまう」 という回答が多かったのは,
「多 くの人前で話す」 という状況そのものか ら感 じる 「状況不安」であ
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有意差があ り,多 重比較の結果日本語母語話者 と中上級者 ・超級者の間に
差が認められた。これらの回答の傾向から,超 級者 ・中上級者には発話処
理 における不安の場合 と同様に,「 日本語の正 し、さ」について聞き手が ど
のように感 じているかについて不安をもっていると考えられる。〈項 目2
4>の 「日本人からの評価」や 〈項目26〉の 「先生からの評価jに 比べて,
〈項 目25〉「他の留学生からの評価」において母語話者と超級者 ・中上級
者 との差があらわれた要因の1つ には,小 河原(2001)で も指摘 されてい
るように,、他の学習者の存在を強 く意識 し,自 分の能力と比較を行 う 「自
他比較」が影響 しているのではないかと思われる。それに対 して,日 本語




4)で 取 り上げた質疑応答場面は,発 表 ・スピーチのように事前準備が
で きないことに加え,そ の場で即座に応答 しなければならない ものである
ため,日 本語能力が低いほど情報処理活動に負担と不安を感 じるのでない
かと予想 したが,〈項 目30>「準備 していないことを質問されると緊張す
る」,〈項 目31〉「準備 していないことを質問 されるといいたいことがうま
く言えない」,〈項 目32〉「何回言らてもわかって もらえないときあせる」





影響 し,発 話処理については日本語能力よりも,そ の場の状況に対する不
安が影響 しているのではないかと思われる。
以上の結果か ら,口 頭発表場面のスピーチ不安について,日 本語母語話
者 ・日本語学習者はいずれも不安を感 じているが,そ の性質は異なり,日
本語母語話者の場合は多 くの人の前で話すという状況に対 して緊張 し,発





場面の経験 ・必要性 ・学習意欲,(2)口 頭発表場面の言語表現に対する意
識,(3)口 頭発表場面の学習に伴 う事前準備活動に対する意識,(4)口 頭発表
場面の事中 ・事後活動に対する意識の4つ の側面から考察を試みた。調査
の結果 をまとめると,以 下のようになる。
(1)口 頭発表場面の経験 ・必要性 ・学習意欲では,発 表 ・スピーチの経
験が多 く,ま た現在も必要 としている母語話者 ・超級者と,発 表 ・スピー
チの経験が少なく,将 来的な必要性を感 じている中上級者 との間に意識の
差がみ られ,そ れぞれの対象者の学習環境を反映する結果 となった。
(2)口 頭発表場面の言語表現に対する意識では,中 上級者は 「敬語や改
まった表現が多い」 と感 じ,ス ピーチレベルの高さを強く意識 している傾
向,超 級者の場合は,他 の場面 と比較 し,口 頭発表場面の言語表現では
様々な表現上の違いや,構 成の違いを中上級者より意識 している傾向がみ
られた。言語表現に対する価値観については,母 語話者 ・超級者 ・中上級
者ともに,単 に自分の意見 を伝わればよいというだけでなく,日 本語のス
タイルや文法 ・表現などの規範性に対する意識が高いことがわかった。
(3)口 頭発表場面の学習に伴 う事前準備活動に対する意識では,超 級
者 ・中上級者ともに,母 語で行う場合と比較 して準備に時問がかかるとい
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じているが,日 本語母語話者の場合 は多 くの人の前で話す という状況に対
して緊張するという 「状況不安」を,日 本語学習者は,多 くの人の前で
「正 しい日本語」が話せるかどうかを不安 に思う,「第二言語不安」を感
じているということがわかった。
以上の結果から,本 研究の目的を改めて振 り返ってみたい。第1の 目的
は日本語母語話者のスピーチ不安と日本語学習者のスピーチ不安 との比較
を行うことであった。この点については,(4)の 考察から,日 本語母語話者
のスピーチ不安 は 「状況不安」,ま た日本語学習者のスピーチ不安は 「第
二言語不安」であるという性質の違いがあるということがわかった。
次に第2の 目的は,ス ピーチ不安と日本語能力 との関係について考察す
ることであった。仮説では,日 本語能力とスピーチ不安の大 きさが反比例
するのではないかと予想 したが,日 本語母語話者と日本語学習者 との不安
の性質が異なるため,そ の不安の大 きさの差が日本語能力の差によるもの
であるとは直接断定することは難しい。 しか し,超 級者 ・中上級者 という
日本語学習者間で比較を行った場合,回 答の結果に有意差が認められた
く項目21〉 「文法的な正 しさへの心配」,〈項目23〉 「発音の心配」,〈項 目
25>「聴解力への不安」では超級者に比べ中上級者に① 「そう思う」 とい
う回答が多かったことから,「第二言語不安」は日本語能力と関わ りが深





最後に第3の 目的は,学 習者の口頭発表場面に対する意識を,事 前 ・事
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中・事後活動 とい う教育活動全体から把握 し,ス ピーチ不安の考察や日本
語教育への応用を考える際の参考 とすることであった。一般に,発 表 ・ス
ピーチがうまくなるためには,場 数をこなせばよい,と いう考え方がある
が,今 回の調査では経験の多い日本語母語話者や超級者でもスピーチ不安
を感 じていることから,ス ピーチ不安は単に経験を積むだけでは解消 され
ないように思われる。また,超 級者 ・中上級者 という日本語学習者は,
「日本語の正 しさ」に対して不安を抱いていることから,学 習者に対 して
は言語面で自信をもって口頭発表場面に望めるよう,事 前準備 を工夫す
る,あ るいは事後活動で学習者の発表 ・スピーチを振 り返る機会を作るな
どして,今 後の学習に生かせるような場が持てるようになるとよいと思わ
れる。
教育への実践的な提案 として,神 部 ・井上(1997)で は事前指導の必要
性があげられている。本研究の調査では,中 上級者は事前準備を負担に感
じる傾向がみられたが,学 習者の言語能力や,口 頭発表場面の学習に費や
すことができる時問的な制約なども考慮 しなが ら,効 果的な事前の指導方
法について検討することが望まれる。マリオット(1999)は オーストラリ
アにおける日本人留学生のマクロ学習ス トラテジーの研究であるが,仲 間




ただし,指 導の際に注意 したいのは,学 習者の 「自他比較」の意識への
対応である。日本語学習者にとって多 くの人の前で 「日本語の正 しさ」に
ついて言及されることは,公 的自意識に抵触する問題であろう。口頭発表
場面の学習は,多 くの人の前で評価されることが伴 うため,学 習者の人格
を傷つけることがないよう,教 師は細心の注意をする必要があると思われ
る。Price(1991)は 人前で話すことの不安への対策 として,1対1の 対














な く,口 頭発表場面の指導の基礎的な資料 とするべ く,大 きな傾向を把握
する目的で行った。また,母 語と第二言語によるスピーチ不安の比較する
ためには,同 じ対象者に2つ の異なる言語を使用 した場合での心理状態の
比較をたずねるという方法も考えられるが,現 実に2つ 言語にわたって発
表 ・スピーチがで きる言語能力のある被験者を探すことが難 しいことか
ら,今 回は日本母語話者 と日本語学習者を比較するという試験的な調査 を
行 った。
今後の課題としては,デ ータ数を増やしてパラメ トリック検定で量的な
検定を行 うことがあげられる。また今回の調査では,中 上級者に発表 ・ス
ピーチを経験 したことのない者も含 まれていたことか ら,全 員を経験者に






チ不安の問題は,学 習者管理の問題 と捉えることができるが,学 習ス トラ





本研究 を進めるにあた り,多 くの 日本語 クラスの先生方,留 学生 ・大学生 ・大学
院生の皆様方に調査 にご協力 いた だ きま した。 この場を借 りて,心 か らお礼 申 し上
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ò)
㎝
の
ゆ
樽
9
療
降
P
二
や
戚
刃
ゆ
ニ
レ⊇
鶴
姻
鵬粗騰皿翼o蚤ρ幡.鞠刃ゆh姻ホー』Kふ齢螺P雛侵
匙
(課
8
)
等
(拳
.
①)
寸
(メ
周
8)
二
(メ
qO
寸)
孚
(馨
.
敦)
卜
Z
(訳
8
)
蕊
(誇
.
O)
N
(
誘.
qO
)
£
(
岩 .
9)
o,
(馨
.
O
,)
で
一
く
("
革-
ゆ
O .
O
同
)等ω.O〈一3.噂&襲製鰹葦ど
(岩
O
)
縄
(§
.
①)
N
(專
.
8)
O
(訳
O .O
頃)
=
(
誘
ε
戸
o
噸
ヤ田
0
7飛
二
麺
宴
£瞬
刃
製距
ド
築
順耀粁国ゆ灸超選.抽刃畑赫伽庫i』K・蝋献彩饗侵ロ
㊤則
安
8
)
一
寸
(
馨.
=)
卜
(*
O.
①尉
)
鮮
(メ
O.
霧)
雲
(訳
O .三
)
O
Z
(
蓉
O
)
苺
(
訳
O .
鵠)
O
(
爵.
oり
N)
卜
(
メ
m
O
肘)
ゆ
(岩
.爲
)
O
一
(
(
N革
-
戸.
O"
)↑。①.ゆV8專&
`
捜製鰹ま.と
(
罐
8
)
㎝
㎝
(馨
.
9)
㎝
(
ま.
O
マ)
①
(
誘.
專)
O
F
(
誇
ぜと
の
ゆ
ト田
自
灸
二
廼慕
♀
曖
刃翼
郎
ト
喚
駆樽
"
皿
の義超軒盛e摯.袖刃ゆ卦知感i加K・蝋観シ饗暑ロ
謁
(
訳
8
)
モ
(誘
.
∈)
卜
F
(3
0.
8)
=
(
蕎.
鵠)
;
(
ま.
寸)
尉
Z
(
訳
8
)
蕊
(
置 .
2)
寸
(馨
.
等)
9
(
訳
O .
鵠)
O
(馨
.O
じ
寸
"
く
(
鮒
毛
.
8 .
O"
V巽ξ〈5c。.嶋&く
R便鰹,蓼.X
(
ま
O
)
錯
(講
頃ぜ
)
戸
(メ
O .
5)
卜
〔
訳め
.寸
鳴)
製
(
メ
P .
O)
偶
の
ゆ
制
匿
々
灸
二
縛
尋
薯
曄
却製
藤
ト築
旧開
笹皿心灸く暑田、鞄司噸卜細玲ー加K・輝畿P隠嘱畳
寸
N
(
メ
8
V
等
(謬
.
O
O)
ε
(誘
φ
一)
。,
(
港.
O
oっ)
聖
、(
蕾.
卜)
的
Z
癖
蝿
糊
輪
曝饗
毅
霜
如
マ
[
様
亥
飾
9
皿
晋
148
